
 

落札候補者が 2 者以上ある場合の落札候補者の決定について 

 

入札金額が同額の場合は、下記の抽選方法（公開抽選）により落札候補者の順位を決

定する。なお、後記において、「抽選人」並びに「立会人」とは、それぞれ入札に立会

う入札担当者以外の法人職員とし、「業者番号」とは、入札金額が同額の業者を株式会

社等の表記以外の社名により 50 音順（昇順：あ→ん、社名がアルファベットの場合も

ひらがな表記を採用）に並べた順番により決定する番号とする。 

 

抽選方法：ガラガラ抽選（抽選機抽選）方式 

抽選手順：下記の「抽選１」「抽選２」の順番に行う。 

 

 

抽選１．＜予備抽選＞ 

① 入札担当者は、入札金額が同額の業者数と同数以上の玉を入れた抽選機を用意する。なお、

中に入る玉にはそれぞれ異なる数字が書かれているものとする。 

② 抽選人は、業者番号（昇順）の順番に、抽選機を回して玉に記載された数字を読み上げる。 

③ 入札担当者は、上記②において抽選人が読み上げた数字を「抽選結果記録用紙」の予備抽

選欄に記録する。 

④ 入札担当者は、各業者の本抽選における順番を読み上げる。 

なお、本抽選の順番は、予備抽選において出た玉の数字の順番（昇順）とする。 

 

抽選２．＜本抽選＞ 

① 入札担当者は、抽選１が終了後、再度、入札金額が同額の業者数と同数以上の玉を入れた

抽選機を用意する。 

② 抽選人は、予備抽選で決定した順番（昇順）に、抽選機を回して玉に記載された数字を読

み上げる。 

③ 入札担当者は、上記②において抽選人が読み上げた数字を「抽選結果記録用紙」の本抽選

欄に記録する。 

④ 入札担当者は、落札候補者、及びその次の順位以降の者を発表する。 

なお、本抽選において出た玉の数字の順番（昇順）に、落札候補者、及びその次の順位以

降の者を決定する。 

 

■注意事項 

・最低入札金額にかかわらず、同額の入札金額があった場合は、同様の抽選方法により   

 落札候補者順位を決定する。 

・落札候補者から入札参加資格の審査（事後審査）を行い、審査の結果、入札参加資格がない

と判断したときは、次順位者を落札候補者とし、審査を行う。 

・入札参加資格の審査は、落札者が決定するまで繰り返すものとする。 

 

■抽選結果記録用紙 

・抽選結果記録用紙は、次ページの様式のものとします。（業者数により欄を増減させる。） 

・予備抽選、本抽選それぞれの抽選結果を抽選結果記録用紙に記入し、入札担当者は「立会人」

の内容確認の後、抽選結果を発表します。 

 



 

 （抽選結果記録用紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■入札金額同額が４業者の場合の例（業者名は架空） 

４業者を「あいうえお設計事務所」「かきくけこ建設」「さしすせそ建築事務所」「たちつてと

計画」とする。 

業者番号は、50 音順（昇順：あ→ん）により、１番が「あいうえお設計事務所」、２番が「か

きくけこ建築事務所」、３番が「さしすせそオフィス」４番が「たちつてと工業」とし、「抽選

結果記録用紙」に業者名を記載します。 

 

 抽選１＜予備抽選＞ 

・抽選人が業者番号の順番（昇順）に抽選機を回す。 

・「抽選結果記録用紙」予備抽選欄に出玉の数字を記入する。 

・結果、本抽選の順番は、以下のとおりとなる。 

１番が、「さしすせそ建築事務所」 

２番が、「かきくけこ建設」 

３番が、「あいうえお設計事務所」 

４番が、「たちつてと工業」 
 

抽選２＜本抽選＞ 

・抽選人は予備抽選で決定した順番（昇順）に抽選機を回す。 

・「抽選結果記録用紙」本抽選欄に出玉の数字を記入する。 

・結果、落札候補者、各順位は、以下のとおりとなる。 

落札候補者は、「さしすせそ建築事務所」 

順位２は、「あいうえお設計事務所」 

順位３は、「かきくけこ建設」 

順位４は、「たちつてと工業」 


